
高木仁三郎市民科学基金 2009年度決算概況 (5/6修正後）

2009/4/1～ 2010/3/31 （単位：円）

予算 実績 備考 予算 実績 支出構成

会費収入 5,500,000 4,432,000 助成金 10,000,000 8,860,000

寄付収入 13,500,000 15,101,647 委託研究費(柏崎刈羽) 1,000,000 70,000

核燃研究サポート 0 0 助成関係費(選考･成果発表費等) 2,500,000 2,658,646 14%

地震研究サポート 0 0 その他事業費(広報・普及活動等) 1,700,000 1,549,607 8%

ＫＫ研究サポート 1,000,000 55,000 助成金(自然ｴﾈﾙｷﾞｰ・省ｴﾈﾙｷﾞｰ) 0 0

支援合計 20,000,000 19,588,647 管理費 5,100,000 5,802,725 31%

運用収入 250,000 197,168 内人件費 4,200,000 4,689,709 25%

補助金収入 500,000 0

雑収入 50,000 175,082

収入合計 20,800,000 19,960,897 支出合計 20,300,000 18,940,978

支払済助成金返戻 0 500,000 1,019,919 ①

基準日 2010/3/31 （単位：円）

期初 期末 備考 期初 期末 備考

現金 102,468 162,123 未払助成金 9,750,000 7,710,000

普通預金/東京三菱 2,804,002 3,548,750 未払金 51,373 276,940

普通預金/基金口 14,519,763 14,523,933 源泉税預り金 38,553 33,100

普通預金/りそな 24,780 46,783 9,839,926 8,020,040

郵便振替 1,240,427 1,242,203

郵便振替２ 26,680 0 期初 期末 備考

国債 20,000,000 20,000,000 前期末正味財産 30,483,833 30,483,833

仮払金 0 0 当期正味財産増減額 1,019,919

未収入金 1,605,639 0 30,483,833 31,503,752

資産合計 40,323,759 39,523,792 40,323,759 39,523,792

ﾁｪｯｸ 0 0

基準日 2010/3/31 ■設立時からの累計 （単位：円）

支援者数(人) 昨年度 今年度 目標 収入 197,414,079

会員 563人 535人 620人 内 会費・寄付・市民研究サポート 164,828,125

寄付者 130人 138人 150人 内 高木仁三郎遺産 30,483,833

支援者数合計 693人 673人 770人 内 受取利息・雑収入など 2,102,121

支出 165,910,327 支出構成

内 助成金・委託研究費 93,262,320 56%

内 助成関係費･広報･普及活動費 32,303,031 19%

内 管理費 40,344,976 24%

基金残高 31,503,752
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● 今年度の収入は、大口寄付、大口以外の会費・寄付ともに、着実な入金があり、ほぼ予算を達成できました。

支出面では、助成金と委託研究費が予算をそれぞれ100万円程下回りました。助成関係費、広報事業費はほぼ予算に近い状況でしたが、

人件費が予算を上回り、最終的には、103万円ほどの黒字となりました。

● 支援を下さった方の人数は、昨年の693名に対し、673名となりました。

ここ数年の支援者数は、2003年度から757名→701名→854名→689名→693名→673名と推移しており、厳しい経済環境

の元で、確実な支援を得ている状況ではありますが、さらに多くの支援者を獲得する具体的な方策が必要となっています。


